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10
月
７
日
、
前
橋
市
・
マ
ー
キ
ュ

リ
ー
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
自
由
民
主
党

群
馬
県
支
部
連
合
会
商
工
議
員
連
盟
の

県
議
会
議
員
と
本
会
役
員
と
の
経
済
情

勢
懇
談
会
を
開
催
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
主
催
者
を
代
表
し
て
本

会
金
子
正
元
会
長
が
中
小
企
業
・
小
規

模
事
業
者
の
厳
し
い
実
情
や
課
題
を
述

べ
、
本
県
経
済
が
元
気
に
な
る
意
見
交

換
を
行
い
た
い
と
挨
拶
を
行
っ
た
。

　

次
い
で
、
自
民
党
県
連
商
工
議
員
連

盟
会
長
松
本
耕
司
氏
が
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に

よ
っ
て
プ
ラ
ス
に
な
る
企
業
、
マ
イ
ナ

ス
に
な
る
企
業
が
出
て
く
る
と
は
思
う

が
、
皆
様
の
お
力
添
え
、
ご
協
力
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、
日
本
国
民
が
幸
せ
に

な
れ
る
よ
う
に
精
一
杯
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
」
と
挨
拶
を
行
っ
た
。

　

ま
た
、
群
馬
県
議
会
議
長
岩
井
均
氏

は
「
群
馬
県
の
将
来
を
見
据
え
、
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
の
推
進
に
し
っ
か
り
と
取

り
組
ん
で
い
く
。
中
国
経
済
減
速
等
厳

し
い
環
境
は
続
く
が
、
中
央
会
と
共
に

群
馬
県
経
済
を
し
っ
か
り
と
支
え
て
い

き
た
い
」
と
挨
拶
を
行
っ
た
。

　

次
い
で
、
出
席
者
の
自
己
紹
介
を

行
っ
た
後
、
金
子
会
長
が
座
長
と
な
っ

て
議
事
を
進
め
た
。

　

懇
談
会
で
は
、
中
小
企
業
組
合
の
現

状
と
課
題
に
つ
い
て
、
群
馬
県
板
金
工

業
組
合
桑
原
洋
理
事
長
が
左
記
の
と
お

り
報
告
す
る
と
と
も
に
、
本
会
馬
場
伸

一
指
導
部
長
が
、
主
な
組
合
の
活
動
事

例
を
紹
介
し
た
。
そ
の
後
、
行
政
や
金

融
機
関
と
の
連
携
、
商
店
街
活
性
化
、

行
政
と
の
災
害
支
援
協
定
等
に
つ
い
て

意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　

懇
談
会
終
了
後
、
別
室
で
懇
親
会
を

開
催
。
町
田
錦
一
郎
副
会
長
の
挨
拶
に

続
い
て
、
自
民
党
群
馬
県
連
商
工
議
員

連
盟
副
会
長
織
田
沢
俊
幸
氏
が
挨
拶
を

行
っ
た
後
、
同
連
盟
幹
事
長
橋
爪
洋
介

氏
の
音
頭
で
乾
杯
と
な
っ
た
。

　

最
後
に
、
武
井
宏
副
会
長
の
中
締
め

で
全
日
程
を
終
了
し
た
。

金子会長

自由民主党群馬県支部連合会
県議会議員と本会役員が意見交換
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昭
和
38
年
に
組
織
を
立
ち
上
げ
、
組

合
員
は
５
０
０
人
程
だ
っ
た
が
、
現
在

は
１
６
１
人
ま
で
減
少
し
て
い
る
。
以

前
と
違
い
、
親
の
仕
事
を
継
ぐ
人
が
少

な
く
、
廃
業
・
脱
退
す
る
ケ
ー
ス
が
多

い
こ
と
が
原
因
。
若
い
人
を
募
集
す
る

た
め
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
っ
た
が
効

果
が
薄
く
、
組
合
存
続
の
た
め
に
、
や

む
を
得
ず
組
合
費
を
上
げ
た
。

　

ま
た
、
現
場
に
入
る
に
は
、
資
格
取

得
や
年
齢
制
限
な
ど
が
あ
り
、
こ
れ
ら

が
職
人
不
足
に
拍
車
を
か
け
て
い
る
。

組
合
で
は
、
陳
情
活
動
を
通
じ
て
改
善

要
望
を
続
け
て
い
る
が
状
況
は
変
わ
っ

て
い
な
い
。
ま
た
、
昨
年
２
月
の
大
雪

の
際
に
は
、
仕
事
は
あ
る
が
材
料
が
足

り
な
い
状
況
を
経
験
し
、
最
近
よ
う
や

く
落
ち
着
い
た
。

　

同
業
種
間
で
意
見
交
換
を
行
う
機
会

を
設
け
る
が
、
な
か
な
か
良
い
打
開
策

が
見
つ
か
ら
な
い
状
況
で
あ
る
。

　

な
お
、
懇
談
会
の
前
に
、
同
ホ
テ
ル

に
て
、
理
事
会
を
開
催
。
理
事
21
名
、

監
事
３
名
が
出
席
し
、
上
半
期
の
事
業

報
告
を
行
い
、
内
容
の
承
認
を
得
た
。

　

ま
た
、
武
井
宏
副
会
長
、
𠮷
田
吉
太

郎
常
任
理
事
、
坂
本
正
堂
常
任
理
事
、

松
井
誠
常
任
理
事
、
小
林
美
知
夫
常
任

理
事
、
今
川
守
常
任
理
事
、
大
竹
良
明

理
事
か
ら
、
組
合
の
状
況
、
景
況
動
向
、

設
備
投
資
、
業
況
、
ま
ち
づ
く
り
、
規

制
緩
和
等
に
つ
い
て
意
見
又
は
報
告
が

な
さ
れ
た
。

群馬県板金工業組合
桑原 洋理事長

理事会

◎
懇
談
会
を
終
え
て

　

今
回
で
４
回
目
の
開
催
と
な
り
ま

す
。
中
小
企
業
の
生
の
声
を
受
け
止

め
て
頂
き
、
県
政
に
活
か
し
て
も
ら

え
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

意見交換を行う県議会議員

経済情勢懇談会開催
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群
馬
県
印
刷
工
業
組
合(

𠮷
田
吉
太

郎
理
事
長
、
組
合
員
49
人)

は
、
10
月

６
日
、
高
崎
市
・
ビ
エ
ン
ト
高
崎
に
お

い
て
、「
身
近
な
事
例
に
学
ぶ
印
刷
会
社

の
著
作
権
」
を
テ
ー
マ
に
講
習
会
を
開

催
し
た
。
講
師
は
全
日
本
印
刷
工
業
組

合
連
合
会
事
務
局
長
池
尻
淳
一
氏
。

　

池
尻
氏
は
ま
ず
、
印
刷
会
社
が
作
成

し
た
版
下
や
デ
ー
タ
・
印
刷
物
に
つ
い

て
、
そ
こ
に
含
ま
れ
る
著
作
権
は
必
ず

し
も
印
刷
会
社
や
発
注
元
に
帰
属
し
な

い
た
め
、
著
作
権
侵
害
と
な
ら
な
い
よ

う
注
意
が
必
要
で
あ
る
旨
強
調
し
た
。

　

そ
の
上
で
、
著
作
権
が
著
作
者
人
格

権
（
同
一
性
保
持
権
、氏
名
表
示
権
等
）

と
、著
作
財
産
権
（
複
製
権
、翻
訳
権
・

翻
案
権
、
公
衆
送
信
権
等
）
の
権
利
の

束
で
あ
る
と
説
明
。
著
作
権
の
侵
害
が

あ
っ
た
場
合
、
訴
訟
さ
れ
刑
罰
ま
で
受

け
る
リ
ス
ク
が
あ
る
こ
と
を
解
説
し
た
。

何
よ
り
も
、
そ
の
印
刷
物
を
使
用
し
て

い
る
顧
客
に
ク
レ
ー
ム
が
行
っ
て
し
ま

う
旨
を
強
調
し
た
。

　

次
い
で
、
過
去
の
判
例
を
取
り
上
げ

な
が
ら
、著
作
権
侵
害
の
判
断
基
準
や
、

著
作
権
者
の
許
諾
が
必
要
な
場
合
と
不

要
な
場
合
等
に
つ
い
て
解
説
し
た
。

　

ま
た
、
官
公
需
に
お
け
る
著
作
権
の

取
り
扱
い
や
、
関
連
す
る
法
制
と
し
て

肖
像
権
・
不
正
競
争
防
止
法
・
商
標
法

を
紹
介
し
た
。

◎
講
習
会
を
終
え
て

　

著
作
権
に
対
し
、
よ
り
強
く
関
心

が
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。
本
講
習
を
活
か
し
、
顧
客

か
ら
の
信
頼
を
強
め
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

池尻淳一 氏

商標名 一般名称

フリスビー フライングディスク

ジープ オフロード四輪駆動車

ホッチキス ステープラ

シーチキン ツナ缶詰

ナイロン ポリアミド

ラジコン 無線操縦装置

参考：こんなものまで！
　　　　　一般名称と間違えやすい商標名

判例から著作権を考える判例から著作権を考える判例から著作権を考える
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群
馬
県
商
店
街
振
興
組
合
連
合
会

（
今
川
守
会
長
、15
会
員
）は
10
月
17
日
、

埼
玉
県
秩
父
市
・
み
や
の
か
わ
商
店
街

の
視
察
を
行
い
、
県
内
９
商
店
街
並
び

に
群
馬
県
商
政
課
、
桐
生
商
工
会
議
所

の
職
員
ら
関
係
者
31
名
が
参
加
し
た
。

　

み
や
の
か
わ
商
店
街
振
興
組
合
は
、

秩
父
鉄
道
秩
父
駅
前
通
り
、
及
び
駅
前

交
差
点
の
左
右
２
０
０
メ
ー
ト
ル
を
中

心
と
し
た
商
店
街
。
秩
父
市
の
中
心
商

店
街
と
し
て
、
ふ
さ
わ
し
い
街
づ
く
り

を
目
指
し
組
合
を
中
心
に
各
種
イ
ベ
ン

ト
を
実
施
し
て
い
る
。

　

初
め
に
25
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ
名

物
「
ナ
イ
ト
バ
ザ
ー
ル
」
の
仕
掛
け
人

で
あ
る
前
理
事
長
島
田
憲
一
氏
が
成
功

の
秘
訣
に
つ
い
て
説
明
を
行
っ
た
。

　

島
田
氏
が
重
要
視
し
て
い
る
の
は
、

前
例
踏
襲
を
決
し
て
し
な
い
こ
と
で
あ

る
。「
常
に
新
し
い
も
の
を
提
供
す
る

こ
と
で
、
来
場
者
を
楽
し
ま
せ
る
。
そ

の
上
で
イ
ベ
ン
ト
は
話
題
性
の
あ
る
も

の
を
取
り
入
れ
、
お
金
を
掛
け
る
の
で

は
な
く
ア
イ
デ
ィ
ア
を
活
か
し
た
手
作

り
の
も
の
に
し
て
い
る
」
と
述
べ
た
。

　

ま
た
、『
思
い
つ
い
た
こ
と
を
実
現
さ

せ
る
』
と
い
う
方
針
の
も
と
、
各
種
の

イ
ベ
ン
ト
を
担
当
者
に
す
べ
て
任
せ
て

い
る
こ
と
も
大
き
な
特
徴
で
あ
る
と

し
、「
イ
ベ
ン
ト
が
必
ず
し
も
成
功
す
る

と
は
限
ら
な
い
が
、
担
当
者
に
責
任
感

が
芽
生
え
、
運
営
側
が
よ
り
積
極
的
に

取
り
組
め
る
よ
う
に
な
る
」
と
力
強
く

語
っ
た
。

　

そ
の
後
、
参
加
者
は
地
域
の
交
流
・

観
光
拠
点
で
あ
る
「
ほ
っ
と
す
ぽ
っ
と

秩
父
館
」
を
は
じ
め
、
多
く
の
商
店
を

訪
れ
た
ほ
か
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
を
テ
ー
マ

に
し
た
イ
ベ
ン
ト
や
福
引
大
会
等
で
賑

わ
う
ナ
イ
ト
バ
ザ
ー
ル
の
見
学
を
行
っ

た
。

島田前理事長

◎
研
修
会
を
終
え
て

　

継
続
性
を
持
っ
て
イ
ベ
ン
ト
を
実

施
す
る
こ
と
で
、
商
店
街
の
本
来
の

強
み
で
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
活
か

し
、
街
づ
く
り
と
い
う
と
こ
ろ
に
ま

で
発
展
さ
せ
て
い
る
の
だ
と
感
じ
ま

し
た
。

埼玉県秩父市・みやのかわ商店街のナイトバザールを見学

群馬県商店街振興組合連合会

視察研修会開催
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雨宮利春 氏

盛り上がるグループ討議

熱心なやりとりが続いた会場

追加の受付票を記入する求職者

　

そ
こ
で
雨
宮
氏
が
提
唱
し
て
い
る
の

が
「
サ
ー
バ
ン
ト
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」。

リ
ー
ダ
ー
の
仕
事
を
サ
ー
ビ
ス
業
と
定

義
し
て
、
リ
ー
ダ
ー
は
部
下
の
成
功
に

奉
仕
す
べ
き
と
す
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
・
ス
タ
イ
ル
で
あ
る
。
参
加
者
は
、

３
日
間
を
通
し
て
行
わ
れ
た
グ
ル
ー
プ

討
議
に
よ
る
事
例
研
究
、
ロ
ー
ル
プ
レ

イ
等
の
体
験
に
よ
り
、
こ
の
サ
ー
バ
ン

ト
リ
ー
ダ
ー
に
求
め
ら
れ
る
ス
キ
ル
で

あ
る
「
傾
聴
の
ス
キ
ル
」
や
「
問
題
解

決
手
法
」「
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
技

法
」「
部
下
指
導
・
動
機
づ
け
の
技
術
」

等
を
学
ん
だ
。

　

な
お
、
雨
宮
氏
の
指
導
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
の
特
徴
と
し
て
、
自
身
が
持
つ
各
資

格
を
活
か
し
た
「
財
務
知
識
」
や
「
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
」
に
加
え
、
今
年
か
ら

は
「
セ
ク
ハ
ラ
」「
パ
ワ
ハ
ラ
」
も
組
み

入
れ
、
内
容
の
濃
い
研
修
が
行
わ
れ
た
。

　

10
月
14
〜
16
日
、
高
山
村
・
セ
ミ

ナ
ー
ハ
ウ
ス
高
山
に
お
い
て
、
県
内
各

地
か
ら
中
堅
管
理
・
監
督
者
16
名
の
参

加
を
得
て
、
第
49
回
中
堅
リ
ー
ダ
ー
研

修
を
開
催
し
た
。

　

今
回
の
研
修
も
、
中
小
企
業
診
断
士

や
心
理
学
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
資
格
を
有

す
る
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
雨
宮
利

春
氏
が
講
師
を
務
め
た
。

　

雨
宮
氏
は
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
考

え
方
が
変
わ
っ
て
き
て
い
る
と
し
、「
従

来
は
指
導
力
や
統
率
力
と
い
っ
た
意
味

で
捉
え
ら
れ
て
き
た
が
、
新
し
い
考
え

方
で
は
、
影
響
力
と
い
う
幅
広
い
意
味

で
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い

る
」
と
述
べ
た
。

　

10
月
26
日
、
前
橋
市
・
ヤ
マ
ダ
グ

リ
ー
ン
ド
ー
ム
前
橋
に
お
い
て
、
合
同

企
業
説
明
会
を
開
催
し
、
県
内
に
本

社
・
事
業
所
を
有
す
る
88
社
が
ブ
ー
ス

を
設
け
て
学
生
等
に
説
明
を
行
っ
た
。

　

本
説
明
会
の
対
象
者
は
、
平
成
28
年

３
月
卒
業
予
定
の
大
学
・
大
学
院
・
短

大
・
専
修
学
校
生
に
加
え
て
、
既
卒
３

年
以
内
で
概
ね
30
歳
ま
で
の
求
職
者
で
、

会
場
に
は
１
６
０
人
を
超
す
学
生
等
が

集
ま
っ
た
。

　

各
企
業
の
担
当
者
は
ブ
ー
ス
に
訪
れ

た
学
生
等
に
自
ら
の
会
社
の
説
明
を
熱

心
に
行
い
、
学
生
等
は
終
始
真
剣
な
眼

差
し
で
そ
の
説
明
に
耳
を
傾
け
、
積
極

的
に
質
問
を
す
る
姿
も
見
受
け
ら
れ

た
。

　

ま
た
、
今
年
度
の
県
内
企
業
の
採
用

活
動
は
選
考
時
期
の
繰
り
下
げ
や
、
売

り
手
市
場
等
の
影
響
に
よ
り
非
常
に
厳

し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。

　

な
お
、
本
会
主
催
の
合
同
企
業
説
明

会
は
、
12
月
15
日
に
第
２
回
目
を
開
催

す
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

◎
研
修
会
・
説
明
会
を
終
え
て

　

よ
り
良
い
企
業
を
目
指
す
た
め
に

は
、
在
職
の
社
員
の
育
成
に
加
え
、

新
た
な
人
材
の
確
保
が
挙
げ
ら
れ
る

と
思
い
ま
す
。
今
年
の
採
用
活
動
は

特
に
厳
し
い
よ
う
で
す
が
、
今
後
の

動
向
を
注
視
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

中
堅
リ
ー
ダ
ー
研
修

　

群
馬
で
就
職
！

　

合
同
企
業
説
明
会


